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７月  モニターレポート 担当出張所  毛馬出張所 

担当区間 ＪＲ東海道本線上淀鉄橋～菅原城北大橋（右岸8.8～12.2㎞） 

モニター実施日時 令和元年7月31日（水）13時～14時頃） 

天  候 晴れ  

（見出し） 

今月は淀川のＪＲ東海道本線上淀鉄橋（右岸8.8㎞）から菅原城北大橋（右岸12.2㎞）についてモニターしま

した。 

ゴミの不法投棄（２か所）、河川敷の植物の状態について報告します。 

（内容） 

ここしばらく、猛烈に暑い日が続いています。この日も同様でした。時間帯のせいもあるのか、ウォーキング

やランニング中の人とも２、３人ほどしか会いませんでした。 

 

 

●淀川右岸9.5～9.6㎞付近、長柄橋を過ぎて淀川大堰のあたりに、ゴミの投棄が２か所見られました。    

    

  

電気ストーブと見られる大型ゴミが捨てられており、それに便乗するかのようにビニール袋や空ペットボトル

等の小型のゴミも多数捨てられていました。 
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     家庭ごみ？ 

「不法投棄禁止」の立て看板の傍に、ビニール袋に入ったゴミが多数投棄されていました。家庭ごみのように

も見えます。監視カメラも設置されているようですが、実際には機能していないようです。不法行為の抑止力の

ためのものでしょうか。ここは収集車が来るとは思えない場所です。 ボランティアの人が回収しない限り、こ

のままの状態が続くのかと心配になりました。 

 

 

●淀川右岸11㎞～11.5㎞付近、赤川鉄橋付近  

 

     

夏の植物の勢いがすさまじく、元気に育って大きく道にせり出しできています。そのせいで道幅も狭くなって

います。とは言え、広い道なので、危険等はありません。 

虫の鳴き声もよく聞こえています。茂みからバッタやキリギリスなどの小さな虫が飛び出してくることもあり

ます。 

記憶では、５月頃に除草作業を行っていたと思います。この箇所がそうだったかは定かではないのですが、２

～３か月でこのような状態になるのかと、あらためて夏の植物の生命力に驚かされました。 

また、堤防の除草作業の大変さを思い、作業員の方に感謝の念を抱きました。 

 

淀川の河川敷を歩いていると、大阪市内とは思えないような場所にたくさん出会います。この河川敷をきれい

に気持ちの良い場所に保てるよう、心がけようと思いました。 
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 右岸12㎞付近の土手です。鳥が種子を運んだものか、ところどころにカラフルな花が咲いています。  

不思議な形の草も力強く伸びています。   

              

右岸12㎞付近、コンクリート道路を河川寄りに少し入ると、砂利の小道があります。両脇には背丈の高い草が

生えており、視界には森のような場所も入ります。 

このように、淀川の河川敷は都会の中でも自然の豊かな場所です。 

 

以上で７月のレポートを終わります。 

 

 

 

（意見・感想・処置等） 

初めてのレポート、ありがとうございます。１年間、どうぞよろしくお願い致します。 

初回から大変な猛暑の中での活動となり、お疲れになったのではないでしょうか。 

河川敷は日陰も少ないので、モニター活動時はもちろんのこと、河川利用の際には暑さ対策と体調管理に 

 気をつけて下さいね。 

さて、まずはゴミ投棄について、淀川大堰周辺を確認しましたが、ご報告いただいたストーブは残念ながら発

見できませんでした。 

河川敷地内のゴミについては、自治体によるゴミ収集はないのですが、当方で週に１度ゴミの回収を行ってお

り、ゴミ箱のものや、ボランティアの方が収集して下さったもの、河川巡視で報告のあった投棄物などを回収

していますので、モニター活動や河川利用時に不法投棄を発見された場合には、またお知らせ下さい。 
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たくさんの方に淀川を利用いただく中で、一人一人にとってはちょっとしたマナー違反でも、積み重なって 

見苦しい状況になってしまいますので、利用者お一人お一人の心掛けで誰もが気持ち良く利用できる空間とし

たいものですね。 

堤防の除草については年に２回実施しており、ご担当の区間は北岡モニターのご記憶どおり５～６月にかけて

作業を実施しておりました。人間が暑さでうだる中、植物は生き生きと成長していますね。 

除草は堤防の点検を行うための環境整備として行っているもので、また１０月頃から実施する予定です。 

作業中ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解ご協力の程、よろしくお願い致します。 

それでは、次回のレポートをお待ちしております。 

 

 

 

 


